
 

一般消費者向けマスクの市場動向 

 

令和 2年 4月 22日 

厚生労働省・経済産業省 

 

１．マスク生産・調達動向 

（原材料） 

○  世界的なマスクの需給逼迫、各国でのマスク製造事業者の増

産に伴って、マスクの原材料価格の高騰が生じている。特に、

メルトブロー不織布が不足し、価格が高騰している。（マスク

製造事業者） 

 

（輸入マスク） 

○  世界的なマスクの需給逼迫を背景に、海外からのマスク調達

価格が高騰している。欧米・中東等を含め世界中の企業が激し

い調達競争を行っている。（輸入マスク取扱事業者等） 

 

○  枚数ベースで流通量の過半を占めていた大容量（５０枚入り

等）での販売用の使い捨てマスクは、従来、１枚あたり５円～

７円程度で仕入れることができていた。現在、大幅な値上がり

が生じ、３５円～５０円程度（中央値４４円）※２となってい

る。（輸入マスク取扱事業者） 
 

○  海外でのマスク調達において、国内の店頭販売価格を踏まえ

ると調達のために提示できる金額には限界があり、海外企業に

マスクの調達で買い負けるケースがある。（輸入マスク取扱事

業者） 

 

（国内生産） 

○  国内メーカーでは増産に取り組んでいるが、供給されるマス

ク価格は、据え置き又は小幅増加にとどまっている。（マスク

卸売事業者、小売事業者） 

 

 

（参考） 



※１：上記は、３月 30日～４月９日にかけて、厚生労働省・経済産業省にお

いて実施したマスク関係事業者へのヒアリング等の結果をまとめたもの。 

 

※２：４月 13日～16日に、輸入マスク取扱事業者等に対して、小売事業者へ

の予定販売価格について聞き取りを行った結果を集計したもの。 

 

 

２．一般小売店舗でのマスク販売動向 
  

○  国内メーカーはマスクの増産に取り組んでいるが、未だ一般

小売店舗の店頭には十分にマスクは行き渡っていない。 

 

○  小売店頭でのマスク平均単価は、手頃な価格で購入ができた

大容量商品の流通量が減少していること等に伴って、昨年同月

と比べて上昇している。 

 

 2019年 3月 2020年 3月 

マスク平均単価 

（１枚あたり） 
18円 29円 

 

※ 株式会社インテージ SRIデータ（３月の４週間分）を集計。   

※ ドラッグストア、コンビニエンスストア、スーパー等約 4,000店舗にお

ける店頭販売分 POSデータを集計したものであり、ECや直販等での販売分

は含まれていない。 


